玄達瀬海底から引き揚げられた越前焼 by 田中 照久












































玄達瀬は北東に向かって約縦 18km、幅は 7km と細



















１．1982 年 2 月末か 3 月初旬、越前町の漁師の方
がカレイの底引き網漁中に玄達瀬近くの海深－ 270
ｍの地点より引き揚げた。この漁師の方は、後日越前























（１）甕　高さ 36.9cm　口径 21.7cm　胴径 32.5cm








　底径 16.1cm（個人蔵 図 1-1）
（３）擂鉢　高さ 12.7cm　口径 36.2cm　
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図 1－ 4　越前大甕
図 1－ 1　擂鉢 図 1－ 2　擂鉢
図 1 － 3　甕













土・柴・杪 ( ほえ　小枝 ) の搬入と大甕・擂鉢など製
品の搬出体制が整備されていたことが伺える。
Ⅴ－３期に比定される大釜屋岳の谷１号古窯は、
全長 24 ｍ、最大幅 5.5 ｍを計り、容積は鎌倉時代越
前窯の８倍程度になる。窯の大型化により燃料消費
の効率化と量産化を可能にした。中甕・壷をそれぞれ





















め、実際にはこの 2 ～ 3 倍の距離を移動することに
なる。戦前まで平等集落の人々は甕・蛸壺などを背負
い、道口・厨岸までこのルートを使って運んだ。


















































































る。文永 7 年（1270）越前国藤島荘の年貢米 1680
石が川舟で九頭竜川を下り三国湊に運ばれ、大船に積
み替えられて敦賀津で陸揚げされた。敦賀津の得分
は 17 石弱（積荷の 1％）、ここからは馬借の手によ
り敦賀津から越前国山中峠を越えて、三・四日後（馬





問丸の荷揚げ料を含み 336 石（積荷の 20％）であった。
敦賀からは疋田で分かれて塩津へ至る経路もある。若
狭国では小浜津からは琵琶湖西北岸の木津に至る道が
あり、平安時代には気山津から木津へ向かった。
周知のとおり津軽・越後地方から敦賀津→琵琶湖→
京都、北九州・出雲地方から小浜津→琵琶湖→京都と
いう日本海沿岸地域から年貢米を京都へ運びいれる東
西 2 ルートが古代からあり、敦賀津・小浜津はまさ
にターミナル基地であった。このように円滑かつ頻繁
に行われた日本海物資流通ルートを利用した下り荷と
して越前焼は扱われ、日本海沿岸各地へ運ばれていっ
たのである。
また、16 世紀の敦賀津に独占的な営業権を持った
川舟座・河野屋座があり「かわふね方　しほあい物
の注文　わかさ・たんごにてあきないの時　公事銭
六十二文……」等の文書から敦賀津を拠点として若狭・
丹後・越前河野浦などを活躍の場としていた（16）。
別司峠を越えて道口浦に運ばれた越前焼は、川舟座・
河野屋座のような短距離廻船業者によって敦賀津・小
浜津および若狭湾一帯・丹後半島へ運ばれたと思われ
る。元禄差出帳に記録の残る小型船を使い丹後から越
中・佐渡までを活動範囲とした道口浦、厨浦の廻船業
者の活躍は、中世まで遡れるであろうと思われるが、
今後検討する必要がある。
玄達瀬から引き揚げられた越前焼は平等大釜屋で
焼成、三国湊まで川舟で運ばれたのち、津軽方面に向
かう大型船に積み替えられ出航してまもなく、遭難し
たものであろう。この時期珠洲焼に代わって越前焼が
日本海沿岸の東日本を中心に独占的な流通を見せる。
気象情報・通信手段などの未発達の時代、各地の遺跡
から出土する越前焼の流通量と、近世の古文書などに
残る海難事故の記録から推察すると、日本海中には越
前焼を積んだ船が相当数沈没しているいると想像して
も差し障りはないであろう。しかし、珠洲焼が能登半
島沖、新潟沖、佐渡沖、山形県鶴岡沖など 17 ヶ所か
ら引き揚げられているのに対して（17）、越前焼はこ
の玄達瀬以外今のところ海底から見つかっていない。
新たな発見を期待して、越前海岸・若狭湾・丹後半島
など身近なところの海岸部の調査からを始め、越前焼
と海運・舟運の実態に迫りたい。
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